
整頓・掃除9

物を探さないために
シンプルに大事な視点プラス

こんな工夫ができます!困ること

●関係する主な機能や要因

整理整頓と掃除の基本は物の量を減らすことです。
バッグをいくつも持つのではなく、ふだんづかいのもの、ちょっとお出かけ用、慶
弔用の３つにするなど、本人と話し合いながら必要なものだけに減らしていきま
しょう。持ち物がシンプルであればそのぶん戸惑うことも少なくなります。

片づける場所を
決める

・引き出しやタンスは写真や
ラベルで中身が分かるよう
にする
・財布、携帯など大事なもの
は見える場所、いつも座る
場所から手が届くところを
置き場所にする

服や物が散ら
かってしまう

●記憶・注意・環境

箒や雑巾に
変更

・掃除機の普及は1960年
代。箒や雑巾を使う動作が
手続き記憶と結びついてい
る場合、道具を変更するこ
とで、できることがあります

掃除機の使い
方に戸惑う

●段取り・注意

洗濯10

できるところは継続し
手順や場所の手がかりを大事な視点プラス

こんな工夫ができます!困ること

●関係する主な機能や要因

洗濯機の利用や洗濯物を干す動作は身体で覚えていることが多く（手続き記
憶）、継続しやすい行為です。安全に干せるよう、物干しざおの高さや干す場所も
工夫してみましょう。

便利な製品を
活用する

・洗濯もの入れカゴにあらかじ
めキューブ洗剤やスティックタ
イプの洗剤を入れておく
・自動洗剤投入機能付き洗濯機
を導入する

洗剤の入れ忘れ
や洗剤の量に
迷う

●記憶・段取り

手順を示す

・使うボタンを目立たせる
・押す順番に数字を貼る
・洗濯機をかけたことを忘れ
る場合はタイマーをセット
する

洗濯機の使い
方に戸惑う

●記憶
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キューブ洗剤
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